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■研究室紹介

書を携えてまちへ出るということ

井口ゼミの学生たちは，特に地域における文化政策・観光政策に深い関心を抱き，教室の中で

の学びのみではなく，現実の地域をフィールドにして考察することも積極的に取り組んでいま

す。また，書物に書かれた地域の姿や課題を実際に現場で発見し，加えて，ゼミで共に学ぶ学生

や，時には地域の人達とともに問題解決に向けた実践的研究も行います。言い換えれば，書物か

ら得た知識を批判的に継承し，地域社会への直観と分析を通して，ヒト・モノ・コト，そしてさ

さやかであってもその歴史を横軸として地域社会を俯瞰するということです。さらに換言すれ

ば，“虫の目と鳥の目”で風土を見つめるということになるでしょう。

学生たちに目を向けると，それぞれが書物の知識とまちで学んだ知恵との相関関係のなかで相

乗的に学び，地域社会から発した政策学的思考を創り上げていっているように思います。普段の

ゼミでは，観光と文化を巡る地域政策の展開について学生主体の研究発表が行われています。さ

らに，同じ学年のゼミ生にとどまらず，社会人院生も含めた文化政策の学徒たちが上下の隔たり

なく，書を携えて，まちに出て，愉しみながら研究を続けています。
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